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【平成₃₁年度決算】　
町のお金９４億円を認定  　　　　　　　 ２～３
【決算特別委員会】　
町のお金どう使った？  　　　　　　　　 ４～５
【議案審議】　
９月定例会で決まったこと  　　　　　　 ６～７

【議員活動報告ほか】　
常任委員会、新人議員研修 　　　　　　 10～11

さつき沼ビオトープとは、公園の本来の生態系を
復元し、動植物が生息できるように空間を作る環
境保全と環境教育をするものです。六戸高校は閉
校する2022年度末まで、さつき沼のビオトープ
化に取り組みます。

【一般質問】　
六戸町消防団、Wi-Fi 環境の整備  　　　　　　 ８



令和２年11月６日発行　2

平
成
31
年
度
決
算

　

9
月
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら
10
日
ま

で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特

別
会
計
の
決
算
は
、
議
員
全
員
に
よ
る
決

算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
8
日
は
一

般
会
計
、
9
日
に
各
特
別
会
計
の
審
査
を

行
い
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
平
成

31
年
度
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
の
ほ

か
、
決
算
認
定
、
条
例
制
定
及
び
改
正
、

補
正
予
算
、
人
事
案
件
、
議
員
発
議
の
27

件
を
審
議
し
た
結
果
、
全
案
件
を
原
案
の

と
お
り
認
定
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

町の借金（町債）っていくら？貯金（基金）はどのくらい？

町
債
（
町
の
借
金
）
残
高

基
金
（
町
の
貯
金
）
残
高

42億
9698万円

H27 H28 H29 H30 H31（年度）

44億
9269万円

45億
5436万円

47億
7896万円

48億
9574万円

25億
9791万円

30億
2960万円

30億
9207万円 26億

646万円

28億
6983万円

10

20

30

40

50
（億円）

基金↓

町債↓

過去５年間の町の借金と貯金の残高をグラフ化したもの。

町長から報告された
財政健全化比率を紹介します

実質公債費比率
平成30年度　９.5％
平成31年度　９.１％

早期健全化基準　25.0％

※数値が大きいほど経費や借金の
支払いが大きく、財政運営が大
変な状況を示します。

一般会計の歳入

歳入
57億
1742万円

町税
14億4203万円

繰入金  2億628万円

繰越金  1億1474万円

その他  6761万円

使用料及び手数料  

4029万円

分担金及び負担金

 2515万円
財産収入
2076万円

地方交付税 19億7540万円

国庫支出金
6億8346万円

県支出金 

6億228万円

町債（借金）

 2億4130万円

地方消費税交付金 

1億6878万円

地方譲与税 7615万円 地方特例交付金ほか
各種交付金 5313万円

小松ケ丘中央公園に
トイレ設置…1595万

六戸産品販売促進事業…184万
（写真：六戸町をまるごと in ペリエ千葉の様子）

大曲小学校職員室等整備工事…1100万

町のお金94億円を認定

町のあゆみ
トピックス

今回のトピックスは、２１世紀になってからの２０年間の町のあゆみの一部です。
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にんにくウイルスフリー種子
購入助成事業補助金…496万

平成31年度会計別決算の状況 　（金額：万円）

会計の種類 歳入（収入） 前年度
との比較

増減率
（％） 歳出（支出） 前年度

との比較
増減率
（％）

一 般 会 計 57億1742 △3億9925 △6.5 55億4133 △3億60 △5.1

特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 事 業 12億4243 △1619 △1.3 12億2106 △706 △0.6

下 水 道 事 業 3億3753 3207 10.5 3億3753 3260 10.7

農 業 集 落
排 水 事 業 1億2905 △4355 △25.2 1億2905 △4355 △25.2

介 護 保 険 事 業 14億6228 △575 △0.4 14億3593 659 0.5

後期高齢者医療 1億2523 621 5.2 1億2357 507 4.3

国 民 健 康 保 険
診 療 所 事 業 4億 172 205 0.5 4億 172 205 0.5

特別会計の合計 36億9826 △2516 △0.9 36億4888 △430 △0.4

※金額はすべて１万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません。

一般会計の歳出

歳出
55億
4133万円

民生費 
17億6452万円

教育費 
5億9115万円

総務費 9億7250万円土木費 
6億5885万円

公債費（借金の返済など） 
4億7164万円

その他 4897万円
（労働費・商工費・災害復旧費）

議会費 8558万円

消防費 2億7658万円

衛生費 3億5071万円

農林水産業費 3億2081万円

メイプルスタジアム改修工事…3487万

決算を審査している
吉田透代表監査委員(左)と種市正孝監査委員(右)

適正な財政運営

最大限の財源確保を

　平成３１年度における各会計歳入歳
出予算の執行、財政運営及び財産管
理の状況は、適正に処理されている
と認められる。ただし基金総額は増
額となったが、※財政調整基金は、
年々減少しており（平成３１年度は５
万３千円の増）、将来の財政需要に
不安を残す財政運営と言える。

　新型コロナウイルス感染症の影響
が社会全体に広がり、景気の減速が
顕著になり始めた。経済対策等を名
目とした大規模な財政出動により、
今後、国の財政逼迫、地方財政の悪
化が一気に表面化しかねない状況が
予想される。このような状況下にあ
っても、最大限財源を確保し、必要
なところに必要な支援が行き渡る事
業運営や、それを安定的に支える効
率的な財政運営を心掛けるよう、努
めてほしい。

監 査 意 見

※「財政調整基金」とは…
突発的な災害や急を要する経費に備える
ために設置される基金（貯金）

決 算六 戸 町
平 成 31 年 度 町のお金94億円を認定

町のあゆみ
トピックス

2001年⃝柳町小・長谷小が六戸小学校へ統合／2002年⃝六戸消防署新庁舎完成
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決
算
特
別
委
員
会

　平成３１年度の一般会計、各特別会計の決算内容
について審査する決算特別委員会（久田伸一委員
長・委員１１名）が、９月８日・９日に開かれました。
　審査の結果、すべて原案のとおり認定となりま
した。委員から出された質疑を要約してお知らせ
します。

決算特別委員会

どう使った？
町の お 金

▲当町では増えているソーラーパネル

▲

簡
易
舗
装
工
事
を
し
た

　

七
百
地
区
稲
生
川
沿
い
の
砂
利
道

浄　
化　
槽

問　
高
坂
茂
委
員

　
浄
化
槽
の
推
進
事
業
、
浄

化
槽
設
置
整
備
費
、
単
独
処

理
浄
化
槽
撤
去
費
と
は

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
浄
化
槽
推
進
事
業
補
助
金

は
、
町
単
独
事
業
の
補
助
金

で
す
。
５
人
槽
の
標
準
設
置

額
83
万
７
千
円
の
う
ち
３
分

の
２
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助

金
は
国
の
補
助
事
業
で
、
５

人
槽
で
35
万
２
千
円
を
補
助

し
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費

補
助
金
は
平
成
31
年
度
か
ら

新
た
に
始
め
た
補
助
金
で
、

既
存
の
単
独
し
尿
浄
化
槽
を

使
っ
て
い
る
方
が
、
合
併
浄

化
槽
に
交
換
し
た
場
合
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。
限
度
額
は
１
基
当
た
り

９
万
円
で
す
。

問　
高
坂
茂
委
員

　
合
併
浄
化
槽
の
設
置
状
況
は

答　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
平
成
31
年
度
末
で
合
併
浄

化
槽
を
設
置
し
て
い
る
世
帯

数
は
５
９
３
世
帯
。
下
水
道

未
整
備
区
域
の
整
備
率
は

28
・
１
％
で
す
。

行
政
連
絡
員
の
報
酬

問　
山
本
実
委
員

　
行
政
連
絡
員
の
報
酬
の
計

算
方
法
、
業
務
内
容
は
。
ま

た
、
町
内
会
に
入
っ
て
い
な

い
人
へ
町
の
情
報
を
ど
の
よ

う
に
届
け
て
い
る
か

答
　
川
村
総
務
課
長

　
報
酬
の
計
算
は
、
均
等
割

が
２
万
円
、
班
数
割
が
５
千

円
、
世
帯
割
が
５
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務
は
、
広
報
の
配
布
や

文
書
等
の
回
覧
、
社
会
福
祉

事
業
に
関
す
る
募
金
の
回
収

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
に
入
っ
て
い
な
い

世
帯
に
広
報
等
を
配
付
し
た

場
合
は
、
行
政
連
絡
員
へ
世

帯
割
の
５
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。

償
却
資
産
税

問　
下
田
敏
美
委
員

　
太
陽
光
発
電
の
売
電
単
価

が
下
が
っ
た
た
め
事
業
者
の

倒
産
が
増
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
当
町
に
同
様
の
事

例
は
あ
る
か

答
　
吉
田
税
務
課
長

　
平
成
31
年
度
に
お
い
て
、

太
陽
光
発
電
施
設
が
な
く
な

っ
た
、
や
め
た
と
い
う
事
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
六

戸
町
内
で
太
陽
光
発
電
の
設

備
を
造
る
方
、
設
置
す
る
方

は
小
規
模
な
が
ら
増
え
て
い

ま
す
。

工
事
請
負

問　
下
田
敏
美
委
員

　
七
百
地
区
稲
生
川
沿
い
の

砂
利
道
の
簡
易
舗
装
工
事
を

し
た
が
、
現
場
を
確
認
す
る

と
防
じ
ん
処
理
を
し
た
程
度

に
し
か
み
え
な
い
。
工
事
で

あ
れ
ば
、
最
低
で
も
表
面
処

理
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

答
　
吉
田
代
表
監
査
委
員

　
舗
装
と
は
、
石
、
れ
ん
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
、
砂
利
な
ど
を
敷
き
詰

め
る
こ
と
で
、
簡
易
舗
装
と

は
、
砂
利
な
ど
を
３
～
４
セ

ン
チ
の
厚
さ
に
敷
き
詰
め
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
そ
の

条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
問

題
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
舗
装
の
解
釈
は
様
々
あ
る

の
で
、
今
後
同
様
の
工
事
を

す
る
場
合
は
、
簡
易
舗
装
で

は
な
く
、
砕
石
舗
装
と
い
う

表
現
に
改
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

町のあゆみ
トピックス

2003年⃝メイプルふれあいセンター完成／2004年⃝町長選挙で電子投票実施



nico
cakes

←小松ケ丘

↑
至三沢市

県
道  

三
沢
十
和
田
線

●
宮鈑金塗装

10字柳沢

10

大曲地区

工
事
場
所

5　ろくのへ議会だより　No.106

診
療
所
の
倉
庫

問　
長
根
一
男
委
員

　
下
町
公
民
館
の
ほ
う
か
ら

診
療
所
へ
入
ろ
う
と
す
る
と

倉
庫
が
あ
っ
て
見
通
し
が
悪

い
。
使
用
し
て
い
な
け
れ
ば

取
壊
し
て
は
ど
う
か

▲診療所脇の古い倉庫

そ
の
他
関
連
質
疑

【第２大曲線】現在ある道路を拡幅し、
　　　　　　　新たに道路新設する予定

歩
道
の
維
持

問　
山
本
実
委
員

　
大
曲
金
矢
線
の
町
道
で
、

春
日
台
側
の
歩
道
に
花
や
木

を
植
え
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
る
箇
所
が
あ
り
危

険
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、
担

当
課
で
把
握
し
て
い
る
か

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
植
え
て
い
る
方
に
対
し
、

文
書
で
注
意
を
行
い
、
花
や

木
を
片
づ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

舘
野
公
園

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
舘
野
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

管
理
す
る
た
め
に
も
有
料
化

を
検
討
し
て
み
て
は

道
路
支
障
木　

剪
定
伐
採
業
務

問　
長
根
一
男
委
員

　
の
り
面
の
木
が
大
き
く
な

る
ま
で
伐
採
を
行
っ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
剪
定
伐

採
業
務
は
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
も
の
か
、
交
通
に
支
障

が
出
た
と
き
に
行
っ
て
い
る

の
か

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
道
路
支
障
木
剪
定
伐
採
業

務
で
は
、
の
り
面
の
よ
う
な

道
路
敷
地
の
支
障
木
の
伐
採

と
、
街
路
樹
の
剪
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
民
地
か
ら
木
の

枝
が
出
て
交
通
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
連

絡
が
あ
れ
ば
所
有
者
に
町
か

ら
文
書
で
枝
の
剪
定
依
頼
を

し
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
毎
年
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
新
設
改
良

問　
山
本
実
委
員

　
大
曲
地
区
か
ら
小
松
ケ
丘

地
区
に
抜
け
る
第
２
大
曲
線

の
道
路
新
設
の
見
通
し
は

答　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
令
和
２
年
度
は
測
量
設
計

を
行
い
ま
す
。
来
年
度
は
用

地
買
収
を
行
い
、
そ
の
後
、

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

答
　
吉
田
診
療
所
事
務
長

　
診
療
所
周
辺
の
使
用
し
て

い
な
い
建
物
等
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
に
向
け
て
取
り
壊
し
、

も
し
く
は
改
修
を
計
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。　

福
祉
部
門
の　
　
　
　

第
５
次
総
合
振
興
計
画

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
第
５
次

総
合
振
興
計
画
の
目
標
設
定

の
見
通
し
は

答
　
舘
福
祉
課
長

　
平
成
31
年
度
の
後
半
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
健
診
、
介
護

予
防
事
業
が
で
き
な
い
状
況

で
し
た
。
令
和
２
年
度
に
入

り
、
全
く
で
き
な
い
状
態
か

▲舘野公園のキャンプ場

その他
関連質疑

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問　

高
坂
茂
委
員

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
量
を
考
え
、
福
祉
課

長
と
の
兼
任
で
は
な
い
、
専

任
の
セ
ン
タ
ー
長
を
配
置
す

る
べ
き
で
は
な
い
か

答
　
吉
田
町
長

　
現
段
階
で
は
セ
ン
タ
ー
長

と
い
う
形
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
運
用
や
対

応
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
確

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
、
今
後
の
使
用
料
等
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ら
、
今
は
人
数
制
限
を
か
け

て
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
ま

ま
い
く
と
、
介
護
予
防
事
業

の
人
数
は
目
標
値
の
半
数
ほ

ど
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

認
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町のあゆみ
トピックス

2005年⃝町文化財（旧苫米地家住宅）復元完成／2006年⃝小松ケ丘地域交流館完成



令和２年11月６日発行　6

補
正
予
算

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

歳
入
歳
出
に
２
億
８
２
５
４

万
円
を
増
額
し
、
総
額
で
70

億
７
６
９
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
う
ち
、
補
正
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
防
止

▽
公
共
施
設
等
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
対
策
用
の
消

耗
品
等
購
入
（
マ
ス
ク
、

消
毒
液
、
災
害
時
の
避
難

所
用
の
簡
易
テ
ン
ト
ほ

か
）　　
　

９
７
３
万
円

▽
診
療
所
の
入
り
口
、
診
察

室
を
分
離
す
る
工
事
ほ
か

 　

１
１
９
１
万
円

▽
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付

導
入
事
業　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

有
者
で
あ
れ
ば
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
証
明
書

等
を
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
窓
口
の
混
雑
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
生
活
に
係
る
支
援

▽
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
戸
別
受
信
機(

独
居
高

齢
者
対
象)

を
利
用
し
、
確

実
な
防
災
情
報
の
伝
達
を
行

い
ま
す
。

▽
新
生
児
養
育
支
援
給
付
金

　
　
　

７
０
０
万
円

　
特
別
給
付
金
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
令
和
２
年
４
月

28
日
か
ら
令
和
３
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
対

し
、
一
人
に
つ
き
10
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
医
療
従
事
者
等

慰
労
金
給
付
事
業　
　
　

　

１
２
０
万
円

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

▽
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
報
酬

　

１
８
０
万
円

　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る

自
治
体
等
を
支
援
す
る
た
め

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
の
技
術
者

２
名
を
配
置
し
ま
す
。

▽
家
庭
学
習
の
た
め
の
貸
出

し
用
※
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ

ー
通
信
料

　
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
家
庭
へ
貸
与
し
た

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
通
信

料
。

▽
六
戸
町
立
小
・
中
学
校
情

報
機
器
整
備
事
業　

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
、
児
童
生
徒
一
人

一
台
端
末
の
早
期
実
現
を
図

り
、
全
て
の
子
ど
た
ち
の
学

び
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

空
調
設
備
設
置
工
事

問　
種
市
正
孝
議
員

　
新
型
感
染
症
対
策
事

業
費
で
行
う
老
人
福
祉
エ
ン

タ
ー
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
空
調
設
備
設
置
工
事

の
内
容
は
。
ま
た
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
設
置
す

る
空
気
清
浄
機
は
感
染
症
に

対
す
る
効
果
は
検
証
さ
れ
て

い
る
か

答
　
舘
福
祉
課
長

　
エ
ア
コ
ン
を
相
談
室

に
設
置
し
ま
す
。
相
談
時
は

締
め
切
り
密
閉
と
な
る
た
め
、

夏
場
の
暑
さ
対
策
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　
空
気
清
浄
機
の
効
果
に
つ

い
て
は
曖
昧
な
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
徐
々
に
研
究
の
成

果
が
出
て
き
て
い
る
の
で
、

考
慮
し
て
購
入
し
ま
す
。

小・中
学
生
の 　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

問　
松
橋
一
男
議
員

　
六
戸
町
立
小
・
中
学

校
情
報
機
器
整
備
事
業
で
数

あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
中
か
ら

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
選
ん
だ
理
由
は

答
　
瀧
口
教
育
長

　
国
の
補
助
要
綱
に
３

つ
の
端
末
が
あ
り
、
一
番
出

回
っ
て
い
て
、
小
・
中
学
生

が
馴
染
み
や
す
い
の
も
の
と

し
て
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
選
択
し

ま
し
た
。

感
染
症
対
応
慰
労
金

の
給
付
対
象
者　
　

問　
種
市
正
孝
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
医
療
従
事
者

へ
の
慰
労
金
給
付
の
対
象
範

囲
は答

　
吉
田
診
療
所
事
務
長

　
医
師
、
看
護
師
、
受

付
事
務
、
清
掃
員
、
警
備
員

な
ど
診
療
所
業
務
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
対
象
で
す
。

９
月
定
例
会

質

疑

▲マイナンバーカード

▼

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て

　

選
ば
れ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

一
般
会
計
補
正

コロナ対策に重点
2億8254万円増額

※「
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
」と
は
…

小
型
通
信
機
器

町のあゆみ
トピックス

2007年⃝メイプルふれあいセンターを「道の駅ろくのへ」へ登録／2008年⃝六戸町子ども医療費助成事業開始



質問者と内容

盛
もり

田
た

嘉
よし

彦
ひこ

議員

８ページ

一 般 質 問
次のページは

　９月定例会の４日目に一般質問が行
われ、盛田嘉彦議員が登壇しました。
　一般質問は、３月、６月、９月、12
月に行われる定例会において、議員が
町の施策の状況や将来の方針などにつ
いて、問いただしたりすることをいい
ます。

7　ろくのへ議会だより　No.106

①六戸町消防団について
②Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備について

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して

議員が質問できます
・質問項目は事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行

われます
・質問形式は「一問一答方式」で行

います
・同一項目について質問の制限はあ

りません
・一人60分の制限時間があります

議会を傍聴して
みませんか？

議会を傍聴してみませんか？
次は12月に定例会があります。

▪問　議会事務局　
☎55ー4547

条
例
改
正

◆
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

を
新
設
。
産
業
課
は
「
農

政
課
」
に
改
め
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
、

商
工
観
光
部
門
と
企
画
財
政

課
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
定
住

促
進
事
業
、
総
務
課
の
ふ
れ

あ
い
の
郷
づ
く
り
事
業
、
住

民
対
策
事
業
、
ま
た
新
た
に

町
内
会
支
援
業
務
を
所
管
と

し
ま
す
。
令
和
３
年
４
月
１

日
よ
り
新
設
さ
れ
ま
す
。

◆
六
戸
町
空
家
等
対
策
協
議

会
の
設
置

　
不
良
住
宅
の
除
却
、
取
壊

し
、
不
良
住
宅
除
却
後
の
広

場
の
設
置
等
の
事
業
を
行
う

た
め
に
は
、
空
家
対
策
協
議

会
の
設
置
が
必
須
要
件
の
た

め
、
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

協
議
会
の
委
員
は
８
名
以
内

で
す
。

議

員発

議

規
約
変
更

◆
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合
規
約
の
変
更　

　
六
戸
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
伴
い
、
新
た
に
十
和

田
市
に
し
尿
運
搬
及
び
処
理

施
設
を
建
設
中
で
す
。
そ
れ

が
稼
働
す
る
と
同
時
に
、
十

和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
は
解
散
す
る
予
定
で
す
。

人　
　
事

◆
人
権
擁
護
委
員

　
次
の
方
を
人
権
擁
護
委
員

に
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
３
年
１
月
１

日
～
令
和
５
年
12
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
。

　

林は
や
し　

一か
ず

枝え

さ
ん

（
小
松
ケ
丘
）
新
任

◆
副
町
長

　
次
の
方
を
副
町
長
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
２
年
９
月
14

日
～
令
和
６
年
９
月
13
日
ま

で
の
４
年
間
。

　

下し
も

田だ　

正ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん

（
七
百
）
新
任

◆
六
戸
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
議
会

報
告
会
や
意
見
交
換
会
の
開

催
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
議
会
基
本
条
例
の

規
定
に
、「
意
見
交
換
会
は

年
２
回
以
上
開
催
し
、
議
会

の
説
明
責
任
を
果
た
す
」
と

あ
り
、
開
催
が
困
難
な
場
合

に
は
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
一
部
改
正
し
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感

染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
地
方
税
・
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

激
減
が
避
け
難
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
地
方
財
政
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状

況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
よ
っ
て
国
が
令
和
３

年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
対
策

を
確
実
に
行
う
よ
う
要
望
し

ま
す
。

▲産業課は名称が変わります

▲町内の空き家が減ることに期待

▲平成元年からある六戸衛生センター

町のあゆみ
トピックス

2009年⃝折茂小学校が六戸小学校へ統合／2010年⃝東北新幹線新青森駅まで開業。六戸を初通過
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問　
小
・
中
学
校
、
総
合

体
育
館
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
状
況
は

教
育
長　
町
内
全
小
・
中

学
校
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ

ｉ
環
境
の
整
備
は
ほ
ぼ
終
了

し
て
お
り
、
総
合
体
育
館
も

今
年
度
中
に
設
置
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

問　
自
宅
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
が
な
い
子
ど
も
達

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
を
す

る
の
か

教
育
課
長　
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ

環
境
の
な
い
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
は
町
が

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
出

し
ま
す
。
通
信
料
等
、
町
側

で
負
担
す
る
予
定
で
す
。

盛
もり

田
た

 嘉
よし

彦
ひこ

議員

消防団員の中型免許
取得費用の助成は

団員確保のために対応していきたい ― 町長

問　
道
路
交
通
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
普
通
免

許
で
運
転
で
き
る
自
動
車
の

範
囲
が
変
わ
っ
た
。
消
防
団

員
が
消
防
車
両
を
運
転
で
き

な
い
状
況
も
あ
り
、
そ
の

方
々
に
対
し
、
中
型
免
許
取

得
費
用
を
助
成
で
き
な
い
か

町
長　
免
許
取
得
は
団
員

確
保
等
の
観
点
か
ら

必
要
と
考
え
助
成
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

免
許
取
得
は
個
人
が
私
的
な

も
の
で
も
活
用
出
来
る
た
め
、

全
額
補
助
に
す
る
か
は
県
・

国
等
の
状
況
を
見
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
消
防
車
両
に
バ
ッ
ク

モ
ニ
タ
ー
及
び
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
で
き

な
い
か

町
長　
消
防
団
員
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
敏
速
な
消
防

活
動
を
行
う
た
め
に
も
、
来

年
度
か
ら
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー

と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

設
置
す
る
方
向
で
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
世
帯
数
が
増
加
し
て

い
る
小
松
ケ
丘
地
区
に

消
防
団
を
新
設
で
き
な
い
か

町
長　
消
防
団
は
強
制
的

に
設
置
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
が

消
防
団
を
結
成
し
、
実
施
す

る
意
思
が
あ
る
の
か
が
重
要

な
た
め
、
地
域
関
係
者
の
意

見
を
伺
っ
た
う
え
で
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
・
リ
モ
ー
ト
授
業

は
、
教
員
、
子
ど
も
の
準
備

期
間
が
短
い
状
態
で
実
施
さ

れ
る
が
、
今
後
授
業
に
対
す

る
負
担
が
増
加
す
る
の
で
は

な
い
か

教
育
長　
負
担
だ
け
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、

情
報
を
多
く
取
り
入
れ
た
新

し
い
教
育
指
導
、
学
習
指
導

に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
捉
え
ま
す
。
子
ど
も
達

の
学
び
に
繋
が
る
よ
う
に
、

研
修
を
積
ん
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

役場に
無料Wi-Fi導入を

セキュリティ対策の
観点から難しい ― 町長

問　
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
今
後
の
リ
モ
ー
ト
会

議
等
を
見
据
え
、
役
場
に
無

料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か

町
長　
無
料
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ

は
個
人
情
報
漏
え
い

の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
リ

モ
ー
ト
会
議
等
で
使
用
し
た

い
場
合
は
、
無
料
Ｗ
ｉ‒

Ｆ

ｉ
で
は
な
く
パ
ス
ワ
ー
ド
を

使
う
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー

で
あ
れ
ば
利
用
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。

▲

第
１
分
団
消
防
車
両

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
の

　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
状
況
は

町
内
全
小
・
中
学
校
、

総
合
体
育
館
に
順
次
整
備
―
教
育
長

町のあゆみ
トピックス

2011年⃝【3月11日】東日本大震災発生　マグニチュード9.0　六戸町でも停電被害
2012年⃝十和田観光電鉄が営業終了。89年の歴史に幕。
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審
議
し
た
議
案
の
賛
否

議　　案　　名 採決
賛否

審査
結果

採決
日

財産取得
財産の取得（スクールバス（中型バス）購入：２１０５万円） 全

員
賛
成

可　
　

決
7
月
6
日

財産の取得（スクールバス（小型バス）購入：862万円）

報　　告 専決処分の報告（損害賠償額の決定：メイプルバスが建物と接触し損傷させた事故。賠償額９万円） ― 報
告

審議した議案の 否賛
第３回臨時会（開会７月６日）

議　　案　　名 採決
賛否

審査
結果

採決
日

報　　告

令和元年度青森県新産業都市建設事業団特定事業及び特定事業以外の事業の決算報告 ―
報　
　

告

９
月
10
日

平成31年度六戸町健全化判断比率の報告 ―

平成31年度六戸町資金不足比率の報告 ―

平成31年度
決算認定

一般会計決算認定

全

員

賛

成

認　
　

定

国民健康保険事業特別会計決算認定

下水道事業特別会計決算認定

農業集落排水事業特別会計決算認定

介護保険事業特別会計決算認定

後期高齢者医療特別会計決算認定

国民健康保険診療所事業特別会計決算認定

規約変更 十和田地区環境整備事務組合規約の変更（解散に伴う事務の承継について）

可　
　

決

条例改正

六戸町課設置条例の一部を改正する条例
（産業課を農政課へ名称を改め、新たにまちづくり推進課を設置）

六戸町空家等対策協議会条例(空家等対策について協議する場として新たに協議会を設置）

六戸町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
(空家等対策協議会の委員の報酬を追加）
六戸町手数料条例の一部を改正する条例

（マイナンバー通知カードの新規発行手続き廃止に伴い、手数料の文言の修正、削除）

令和２年度
補正予算

一般会計補正予算（第４号）（２億8254万円の増額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（98万円の減額補正）

下水道事業特別会計補正予算（第２号）（138万円の減額補正）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（114万円の増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）（1129万円の増額補正）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（214万円の減額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）（1459万円の増額補正）

人　　事
人権擁護委員の候補者の推薦（林一枝氏=新任） 全

員
起
立

適
任

六戸町副町長の選任（下田正幸氏=新任） 同
意

議員発議
六戸町議会基本条例の一部を改正する条例 全

員
賛
成

可　
　

決
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求
める意見書の提出

第４回定例会（開会９月４日）

町のあゆみ
トピックス

2013年⃝「上北自動車道」上北道路開通／2014年⃝地域包括支援センター開所
2015年⃝町民バスが青い森鉄道三沢駅への乗り入れ開始



▲

所
管
課
か
ら
の
説
明
を
受
け
る

令和２年11月６日発行　10

議
員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に

　
8
月
27
日
、
青
森
市
の
労

働
福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
、
町
村
議
会
新
人
議

員
研
修
会
に
盛
田
議
員
と
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
は
新
潟

県
立
大
学
国
際
地
域
学
部
准

教
授
の
田
口
一
博
氏
。
当
初

は
議
員
経
験
の
な
い
先
生
の

座
学
、
実
践
が
伴
わ
な
い
講

義
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
講
義
が
始
ま
る

と
そ
の
取
材
、
研
究
に
裏
付

け
さ
れ
た
指
摘
は
私
た
ち
参

加
者
を
惹
き
つ
け
る
に
は
十

分
な
内
容
で
し
た
。

　
講
義
は
第
１
部
の
「
効
果

的
な
一
般
質
問
」、
第
２
部

の
「
議
会
制
度
と
政
務
活

動
」
か
ら
な
り
、
第
１
部
は

一
般
質
問
を
行
う
上
で
の
技

術
的
な
こ
と
、
第
２
部
は
制

度
的
な
こ
と
の
説
明
で
し
た
。

　
一
般
質
問
は
な
ぜ
議
員
側

を
向
い
て
す
る
の
か
、
町
村

議
会
で
も
政
務
活
動
費
は
条

例
に
よ
り
交
付
可
能
な
ど
が
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
経
験
を
議
員
活
動
に

役
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。　
　
（
松
橋
　
一
男
）

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

７
月
14
日
に
今
年
度
の
活
動

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
県

外
視
察
研
修
や
航
空
自
衛
隊

三
沢
基
地
等
の
現
地
調
査
、

並
び
に
町
民
と
の
意
見
交
換

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
18
日
に
所
管

課
か
ら
次
の
と
お
り
、
聞
き

取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
課
か
ら
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
め
ぐ
り
、
感
染
症
対

策
本
部
設
置
・
会
議
の
開
催
、

福
祉
・
教
育
施
設
等
へ
の
消

毒
液
や
マ
ス
ク
の
配
布
状
況
、

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
実

績
、
飲
食
店
等
へ
の
給
付
や

事
業
家
賃
補
助
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
等
の
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
の
説
明
。

　
ま
た
企
画
財
政
課
か
ら
は
、

第
５
次
六
戸
町
総
合
振
興
計

画
を
含
む
今
後
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て
、
安
全
、
安
心
な

住
環
境
と
医
療
環
境
の
充
実
、

子
育
て
世
代
か
ら
教
育
環
境

の
充
実
を
メ
イ
ン
に
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
に

向
か
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
概
要
に
つ

い
て
。

　
最
後
に
教
育
課
か
ら
は
、

生
徒
一
人
一
台
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
配

布
や
モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ

の
貸
し
出
し
な
ど
の
、
リ
モ

ー
ト
授
業
に
向
け
た
準
備
状

況
を
調
査
し
、
臨
時
休
校
や

１
週
間
夏
休
み
短
縮
等
に
伴

う
学
校
行
事
、
小
中
学
校
の

修
学
旅
行
の
行
先
、
運
動
会
、

文
化
祭
等
の
日
程
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
今
後
も
所
管
事
務
調
査
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
委
員
会

活
動
を
模
索
し
な
が
ら
、
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
議
会
活
動
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　
総
務
常
任
委
員
長

　
杉
山
　
茂
夫

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
な
ど
を
見
て
回
り
、

そ
の
性
能
と
安
全
性
の
高
さ

に
驚
き
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
は
、
六
戸
に
居

な
が
ら
沖
縄
の
農
地
を
耕
す

と
い
っ
た
遠
隔
操
作
の
研
究

も
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
農
業
者
が
抱
え
る
大
き
な

問
題
と
し
て
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
働
き
手
の
確
保

が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
は
日
本
の

農
業
、
日
本
の
食
文
化
、
生

産
者
を
守
る
た
め
に
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
、
今
後
ど

の
よ
う
な
形
で
町
に
導
入
し

て
い
け
ば
よ
い
か
調
査
検
証

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
産
業
民
生
常
任
委
員

盛
田
　
嘉
彦

常
任
委
員
会
活
動
・
研
修
報
告

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
8
月
20
日
に
大
原
地
区

で
行
わ
れ
た
ス
マ
ー
ト
農
業

実
演
会
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農

薬
散
布
、
無
人
の
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
演
走
行
、

重
い
も
の
を
持
つ
際
に
身
体

新人議員
研修

今
年
度
の
活
動
を
協
議
、
所
管
課
の
説
明
を
受
け
る

総務常任
委員会

ス
マ
ー
ト
農
業
実
演
会
を
視
察

産業民生
常任

委員会

▲

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
性
能
を
体
感

▲今後の議会活動に生かしたいと講義に聞き入る

町のあゆみ
トピックス

2016年⃝六戸町国民健康保険病院が診療所へ移行／2017年⃝町制施行60周年記念式典
2018年⃝児童数増加で大曲小学校校舎増築
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議
会
の
う
ご
き
ほ
か

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
１
回
六
戸
町
議
会
定

例
会（
～
12
日
）

10
日　

予
算
特
別
委
員
会（
一

般
会
計
）

11
日　

予
算
特
別
委
員
会（
特

別
会
計
）

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

16
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

19
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

２
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会
、

議
会
広
報
委
員
会

６
日　

六
戸
町
交
通
安
全
協
会

「
交
通
安
全
祈
願
」

15
日　

議
会
広
報
委
員
会

17
日　

正
副
議
長
・
委
員
長

（
議
会
運
営
、
各
常
任

委
員
会
）会
議

24
日　

議
員
全
員
協
議
会

７
日　

議
員
全
員
協
議
会

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

５
日　

第
２
回
六
戸
町
議
会
定

例
会（
～
９
日
）

９
日　

議
会
広
報
委
員
会

26
日　

議
会
広
報
委
員
会

２
日　

議
会
広
報
委
員
会

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
回
六
戸
町
議
会
臨

時
会

　
　
　

た
て
の
台
配
水
塔
現
地

視
察

14
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会
、

総
務
常
任
委
員
会

31
日
＊
郡
議
長
会
第
２
回
定
例

会

　
　
　

１
日
＊
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
わ
だ
完
成
祝
賀
会

４
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

18
日　

総
務
常
任
委
員
会

20
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

新
人
議
員
研
修

28
日　

議
員
全
員
協
議
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

＊
印
は
議
長
の
み
出
席

議
会
の
う
ご
き
（
令
和
2
年
3
月
～
8
月
）

３
　
月

７
　
月

８
　
月

４
　
月

５
　
月

６
　
月

　

今
年
８
月
に
役
場
前
広
場
で
行
わ
れ
た
『
夢
の
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
２
０
０
０
掘
り
起
し
式
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
20
世
紀
最
後
の
記
念
行
事
と
し
て
、

町
内
に
住
む
中
学
生
以
下
の
子
供
を
対
象
と
し
、
子
供
の
将

来
の
夢
・
親
の
子
供
へ
の
希
望
等
の
作
文
や
写
真
な
ど
を
入

れ
、
埋
設
時
の
０
歳
児
が
20
歳
と
な
る
今
年
、
掘
り
起
こ
す

と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
初
は
、
議
会
広
報
の
写
真
取
材
で
の
参
加
で
し
た
が
、

掘
り
起
こ
し
て
ビ
ッ
ク
リ
、
書
い
た
本
人
も
記
憶
に
な
い
、

当
時
４
歳
の
長
男
と
生
後
４
ヵ
月
の
次
男
の
20
年
後
に
宛
て

た
、
妻
の
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
釣
り
好
き
の
長
男
の

夢
は
、「
大
き
な
魚
を
釣
り
た
い
」。
20
年
後
、
社
会
人
と
な

っ
て
も
変
わ
ら
ず
釣
り
好
き
だ
が
、
夢
は
か
な
っ
た
か
な
。

次
男
に
は
、
兄
弟
仲
良
く
と
い
う
願
い
の
手
紙
と
、
長
男
に

お
ん
ぶ
さ
れ
て
い
る
写
真
が
。
今
は
、
身
長
・
体
重
と
も
兄

を
上
回
っ
た
が
仲
が
良
い
兄
弟
で
す
。

　

手
紙
は
、
あ
ら
た
め
て
子
育
て
の
20
年
間
も
、
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の
記
念
行
事
の
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
は
20
年
後
の
未
来
に
何
を
残
し
て
あ
げ

た
い
で
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
種
市
正
孝
）

20年の時を刻んだ
カプセルを掘り起こす

　
７
月
６
日
、
町
で
一
番
高

い
所
へ
登
っ
て
み
た
い
と
、

新
し
く
で
き
た
配
水
塔
の
屋

上
ま
で
登
っ
て
み
ま
し
た
。

天
気
の
い
い
と
き
で
あ
れ
ば

海
が
見
え
る
そ
う
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
今
回
は
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

四
方
、
素
晴
ら
し
い
景
色
で

し
た
。

　
配
水
塔
は
、
効
率
的
な
水

運
用
と
適
正
水
圧
の
確
保
の

た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
て
の
台
配
水
塔
視
察

八戸広域
水道

企業団

▼配水塔の屋上で塔内の説明を受ける

　
町
内
の
水
道
用
水
は
八
戸

市
の
新
井
田
川
と
馬
淵
川
の

水
で
、
白
山
浄
水
場
、
木

内
々
ポ
ン
プ
場
、
た
て
の
台

配
水
塔
を
経
て
、
私
た
ち
の

家
庭
へ
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
水
道
用
水
を
貯
め
て

い
る
場
所
は
、
た
て
の
台
配

水
塔
の
み
の
た
め
、
こ
の
配

水
塔
は
町
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
杉
山
茂
夫
）

町のあゆみ
トピックス
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町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

　今回は、天間ちや
さんと金渕マサさん
です。
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新
人
議
員
研
修
の
一
環
と

し
て
、
三
戸
町
議
会
定
例
会

で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
を
視

察
し
て
来
ま
し
た
。
６
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た

が
、
六
戸
と
は
質
問
時
間
の

時
間
制
限
や
形
式
が
違
っ
て

お
り
、
各
自
治
体
に
よ
っ
て

や
り
方
が
違
う
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
議
員
の

方
と
お
話
し
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
議
員
間
交
流
の
大
切

さ
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
色
々
と
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
対
話
や
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
、
よ
り
深
い
質

問
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す

る
つ
も
り
で
す
。

広
報
委
員　

盛
田
嘉
彦

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

副
委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

委　
　

員　
川
　
村
　
重
　
光

杉
　
山
　
茂
　
夫

　
長
　
根
　
一
　
男

　
種
　
市
　
正
　
孝

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
　
重
　
光

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

南
町
地
区
在
住
。
現
在
、
六
戸
町
牧
野
畜
産
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
。
61
歳
。
八
戸
高

専
を
卒
業
後
、
新
潟
の
大
学
院
を
修
了
し
、
製
紙

会
社
に
勤
務
。
兵
庫
、
東
京
、
八
戸
と
転
勤
の
後
、

六
戸
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
。
妻
と
子
は
東
京
都
在
住
の

た
め
、
六
戸
と
東
京
の
自
宅
を
往
復
し
て
生
活
し

て
い
る
。

　

趣
味
は
農
業
。
会
社
勤
め
の
傍
ら
農
業
を
し
、

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
し
て
か
ら
の
晩
酌
が
毎
日
の
楽

し
み
。

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、Ｕターン
農業者の杉山武夫
さんです。

杉す
ぎ

山や
ま

武た
け

夫お

さ
ん

編
集
後
記

町民
の声

聞
き
手
　
川
村 

重
光

長
根 

一
男

（

）

▲
牧
場
に
植
え
た
芍
し
ゃ
く
や
く

薬
（
バ
バ
ヘ
の
坂
前
）

定
年
後
は

　
自
分
が
定
年
を
迎
え
た
ら
、

図
書
館
に
い
っ
て
一
日
を
過

ご
す
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
な
ん
と
な
く
そ
れ

も
ど
う
だ
ろ
う
か
と
。
そ
ん

な
時
に
、
仕
事
の
都
合
で
、

東
京
勤
務
か
ら
八
戸
の
工
場

へ
転
勤
と
な
り
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
50
歳
の
と
き

で
し
た
。
正
直
ラ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
だ
か
ら
他
の
人

が
や
っ
て
い
な
い
農
産
物
を

栽
培
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。

薬
草
栽
培
に
挑
戦

　
六
戸
で
漢
方
を
栽
培
し
て

い
る
人
も
い
ま
せ
ん
し
、
自

分
が
大
手
製
薬
会
社
と
繋
が

り
が
あ
る
こ
と
や
、
近
年
、

漢
方
治
療
が
見
直
さ
れ
て
い

る
た
め
、
国
内
需
要
が
増
す

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
薬
草

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
や
っ
て
み
て
、
薬
草
に
使

え
る
農
薬
等
が
限
ら
れ
る
こ

と
や
、
出
荷
だ
け
で
は
利
益

が
薄
い
た
め
、
別
な
取
り
組

み
も
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
今
は
、
加
工
調
整
か
ら

保
管
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制

を
敷
く
こ
と
や
、
道
の
駅
で

小
売
り
販
売
が
出
来
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
農
業

　
私
は
今
も
会
社
勤
め
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
毎
日

朝
夕
と
土
日
に
農
業
も
や
っ

て
い
ま
す
。
周
囲
か
ら
倒
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
さ

れ
ま
す
が
全
然
疲
れ
ま
せ
ん
。

　
昔
に
比
べ
て
機
械
化
が
進

み
重
労
働
も
減
り
ま
し
た
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
対
人
関

係
の
ス
ト
レ
ス
と
違
い
、

自
然
を
相
手
に
す
る
の
は

逆
に
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
自
然
は
一
生
懸

命
や
っ
た
ら
や
っ
た
分
、

成
果
が
自
分
に
帰
っ
て
き

ま
す
が
、
手
を
抜
い
た
ら

抜
い
た
分
、
自
分
へ
し
っ

ぺ
返
し
が
き
ま
す
。
と
て

も
素
直
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
手
が
抜
け
な
い
。
そ
こ

も
農
業
の
魅
力
で
す
よ
ね
。

六
戸
の
魅
力
あ
る
風
景

　
奥
入
瀬
川
の
睦む

つ
み橋
か
ら
み

た
八
甲
田
山
も
き
れ
い
で
す

し
、
牧
場
の
と
こ
ろ
の
通
称

バ
バ
へ
の
坂
（
や
す
ら
ぎ
の

駐
車
帯
前
）
か
ら
見
た
八
甲

田
連
峰
は
感
動
も
の
で
す
。

町
の
真
ん
中
に
大
き
な
公
園

が
あ
る
の
も
素
晴
ら
し
い
。

日
本
全
国
の
中
で
も
六
戸
ほ

ど
恵
ま
れ
た
環
境
、
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
町
は
な
い
と

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。


